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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第36期第２四半期連結累計（会計）期間、第37期第２四半期連結累計（会計）期間及び第36期連結会計年度

の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存

在しないため記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第36期 

前第２四半期 
連結累計期間 

第37期 

当第２四半期 
連結累計期間 

第36期 

前第２四半期 
連結会計期間 

第37期 

当第２四半期 
連結会計期間 

第36期

会計期間 
自平成20年４月１日

至平成20年９月30日

自平成21年４月１日

至平成21年９月30日

自平成20年７月１日

至平成20年９月30日

自平成21年７月１日 

至平成21年９月30日 

自平成20年４月１日

至平成21年３月31日

売上高 (千円)  18,943,423  22,775,814  11,117,642  11,301,889  45,300,856

経常利益 (千円)  415,222  1,156,490  609,279  515,522  2,388,127

四半期（当期）純利益 (千円)  218,861  679,815  331,338  299,139  1,361,916

純資産額 (千円) － －  13,575,161  14,724,819  14,334,039

総資産額 (千円) － －  54,136,711  50,514,545  49,904,316

１株当たり純資産額 (円) － －  418.39  458.80  446.59

１株当たり四半期（当

期）純利益金額 
(円)  6.33  21.24  9.65  9.35  40.78

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額 

(円)  －  －  －  －  －

自己資本比率 (％) － －  25.0  29.1  28.6

営業活動によるキャッ

シュ・フロー 
(千円)  △4,991,774  △1,176,539 － －  1,460,738

投資活動によるキャッ

シュ・フロー 
(千円)  △175,084  △40,552 － －  △204,260

財務活動によるキャッ

シュ・フロー 
(千円)  7,810,730  392,011 － －  2,300,689

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高 
(千円) － －  5,634,331  5,722,546  6,547,626

従業員数 (人) － －  378  366  353



  

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1）連結会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［ ］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。 

 ２．臨時従業員にはパートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いております。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時従業員数は［ ］内に当第２四半期

会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

２．臨時従業員にはパートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 366 [ ] 369

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 331 [ ] 239



  

（1）販売実績（事業別連結売上高） 

 当第２四半期連結会計期間及び前第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに

示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．個人投資家向け一棟売賃貸マンションの数量欄の「棟」は建物の棟数、「件」は土地の件数の数量を示して

おります。    

第２【事業の状況】

１【販売及び契約の状況】

事業の種類別セグメントの名称  

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 

戸建住宅  

自由設計住宅 戸 106  3,958,781 戸 140  5,121,158

建売住宅 戸 57  1,481,784 戸 38  964,383

計 戸 163  5,440,565 戸 178  6,085,541

中古住宅等 

中古住宅 戸 117  1,922,196 戸 182  2,755,751

土地販売 ㎡ 527  60,310 ㎡ 309  44,899

計 
戸 

㎡ 

117

527
 1,982,506

戸 

㎡ 

182

309
 2,800,650

個人投資家向け一棟売賃貸マンション  
3棟 

5件 
 469,900

－棟 
－件 

 1,342

不動産販売事業計   

280戸 

527㎡ 

3棟 

5件 

 7,892,971

360戸 
309㎡ 
－棟 
－件 

 8,887,535

土地有効活用事業   14件  1,575,772 6件  690,782

賃貸及び管理事業   －  1,606,214 －  1,667,794

その他事業   －  42,683 －  55,777

合計  

280戸 

527㎡ 

3棟 

19件 

 11,117,642

360戸 
309㎡ 
－棟 
6件 

 11,301,889



（2）契約実績（事業別販売契約実績） 

 当第２四半期連結会計期間及び前第２四半期連結会計期間における不動産販売事業及び土地有効活用事業の契

約実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

（注）１．期中契約高に記載された金額は、期中契約高と期中解約高を純額表示しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３．個人投資家向け一棟売賃貸マンションの数量欄の「棟」は建物の棟数、「件」は土地の件数、「Ｆ」は一棟

のうちのフロア単位で販売契約した数量を示しております。  

  

 当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

事業の種類別セグ

メントの名称 

前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

期中契約高 期末契約残高 期中契約高 期末契約残高 

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円）

戸建住宅                 

自由設計住宅 129戸  4,754,431 469戸 17,548,341 167戸 5,416,912 384戸 12,087,287

建売住宅 37戸  976,964 28戸 709,554 39戸 1,011,842 38戸 973,619

  計  166戸  5,731,396 497戸 18,257,896 206戸 6,428,755 422戸 13,060,906

中古住宅等                 

中古住宅 136戸  2,196,274 78戸 1,326,860 179戸 2,804,380 98戸 1,567,410

土地 －㎡  － －㎡ － 634㎡ 45,790 634㎡ 45,800

  計  
136戸 
－㎡  2,196,274

78戸
－㎡ 1,326,860

179戸
634㎡ 2,850,170

98戸 
634㎡ 1,613,210

個人投資家向け
一棟売賃貸マン
ション 

1棟 
1件 
4Ｆ 

 282,000
8棟
4件
4Ｆ

763,500
7棟
7件
6Ｆ

890,860
10棟 
7件 
6Ｆ 

1,041,517

不動産販売事業計 

302戸 
－㎡ 
1棟 
1件 
4Ｆ 

 8,209,671

575戸
－㎡
8棟
4件
4Ｆ

20,348,257

385戸
634㎡
7棟
7件
6Ｆ

10,169,786

520戸 
634㎡ 
10棟 
7件 
6Ｆ 

15,715,634

土地有効活用事業  10件  1,120,861 68件 6,928,129  11件 1,915,613 65件 8,792,826

合計 

302戸 
－㎡ 
1棟 
11件 
4Ｆ 

 9,330,532

575戸
－㎡
8棟

72件
4Ｆ

27,276,386

385戸
634㎡
7棟
18件
6Ｆ

12,085,399

520戸 
634㎡ 
10棟 
72件 
6Ｆ 

24,508,460

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】



 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

(1）業績の状況 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融市場の混乱による景気後退が続く中、輸出など

の一部に持ち直しの兆しが見られるものの、企業収益の大幅な減少・雇用情勢や所得環境の悪化による消費の低迷

など景気は厳しい状況が続きました。 

 不動産業界におきましては、先行きの生活不安や所得水準の低下による住宅購入マインドの冷え込みが一層高ま

り、住宅の販売動向は厳しさを増してまいりました。 

 当社グループ(当社及び連結子会社)におきましては、当連結会計年度におきましても、引き続き厳しい事業環境

になるとの見通しのもとで中期経営計画の業績数値目標を策定いたしました。このような状況の中、世相を反映し

て低価格帯の中古住宅「快造くん」の販売状況が当初予測を大きく上回る好調な業績となる等、受注契約高・連結

売上高及び連結四半期純利益は、期初の業績予想を大きく上回りました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 不動産販売事業セグメントにおいては、戸建住宅におきまして、顧客の住宅間取りや設備仕様に対する様々なニ

ーズに対応した自由設計及びオプション方式の住宅と共に小規模の新築建売住宅の販売が順調に推移し、当第２四

半期連結会計期間の戸建住宅の受注総戸数は206戸（前年同期166戸）となり、受注契約高は6,428百万円（前年同

期比12.2％増）となりました。なお、引渡し戸数は178戸となり、売上高は6,085百万円（前年同期比11.9％増）と

なりました。中古住宅におきましては、堺市方面並びに大阪市内での仕入、販売の拠点として開設しましたフジホ

ームバンク堺店・泉北店・大阪店の各営業店が順調に軌道に乗り業績を大きく伸長させることができ、受注戸数及

び引渡し戸数が増加し、受注契約高2,804百万円（前年同期比27.7％増）となり、売上高は2,755百万円（前年同期

比43.4％増）を計上し好調な業績で推移いたしました。 

 以上の結果、当セグメントの当第２四半期連結会計期間における受注契約高は10,169百万円（前年同期比23.9％

増）、売上高は8,887百万円（前年同期比12.6％増）となり、営業利益は443百万円（前年同期比31.0％増）を計上

いたしました。 

 土地有効活用事業セグメントにおいては、当第２四半期連結会計期間の受注契約高は高齢者専用賃貸住宅フジパ

レスシニアの受注が順調に推移し、11件、受注額1,915百万円（前年同期比70.9％増）となりましたが、引渡し件

数は6件（前年同期14件）となり、売上高は690百万円（前年同期比56.2％減）となりました。この結果、営業利益

は142百万円（前年同期比58.0％減）となりました。 

 賃貸及び管理事業セグメントにおいては、主として土地有効活用事業にリンクした賃貸物件及び管理物件の取扱

い件数の増加に伴い、売上高は1,667百万円（前年同期比3.8％増）を計上しましたが、賃貸住宅市場悪化に伴う入

居率の低下や自社賃貸物件の修繕費が発生したこと等により営業利益は86百万円（前年同期比39.3％減）となりま

した。 

 その他事業セグメントにおいては、中古住宅の仲介手数料やローン事務手数料が販売契約戸数に比例して増加

し、売上高は55百万円（前年同期比30.7％増）を計上しましたが、営業利益は8百万円（前年同期比20.7％減）に

留まりました。 

  

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、受注契約高においては12,085百万円（前年同期比29.5％増）

と順調な結果となりました。当第２四半期連結会計期間における売上高は 百万円（前年同期比1.7％増）、

営業利益は 百万円（前年同期比17.9％減）、経常利益は 百万円（前年同期比15.4％減）、四半期純利益は

百万円（前年同期比9.7％減）を計上いたしました。 

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末におい

ては、当社の事業展開に必要な手許資金は3,000百万円程度で十分なところ、一般的な不動産企業への投資家から

の資金繰り不安を解消するために、取引金融機関からの高い与信力を生かして、手許資金を意図的に大幅に増加さ

せ、手許流動性を高めておりましたが、業績の上方修正等でこれらの不安も相当に払拭されたと判断し、資金残高

を前年同期並み（前年同期比1.6％増）に設定したため、前連結会計年度末に比べ825百万円減少し、 百万円

となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は1,416百万円（前年同期比12.2％減）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益の獲得額519百万円及びその他債務の増加額542百万円の増加要因に

対して、たな卸資産の増加額2,400百万円の減少要因を反映したものであります。  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

11,301

520 515

299

5,722



（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は16百万円（前年同期比84.6％減）となりまし

た。これは主に、分譲住宅販売に係る販売センター等の有形固定資産の取得による減少額20百万円を反映したもの

であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加は1,713百万円（前年同期比51.3％減）となりま

した。これは主に、たな卸資産の増加及び仕入債務の減少に関連した支出に伴う短期借入金・長期借入金の合計額

の純増加額1,815百万円を反映したものであります。  

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。  

  

(4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

  

(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 前四半期連結会計期間末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。また、当第２

四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。  

  

①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

第３【設備の状況】

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  105,000,000

計  105,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月10日） 

上場金融商品取引所名
及び登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式       36,849,912  36,849,912

大阪証券取引所 

東京証券取引所 

（各市場第一部） 

単元株式数 

100株  

計  36,849,912  36,849,912 － － 



  会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

   平成20年６月25日定時株主総会決議 

 （注） 新株予約権の行使による株式発行については、平成21年６月９日の取締役会決議により自己株式を充当する

こととなったため、資本組入額は定めておりません。   

該当事項はありません。  

  

（２）【新株予約権等の状況】

  
第２四半期会計期間末現在 
（平成21年９月30日） 

新株予約権の数（個） 1,747 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 単元株式数 100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 873,500 

新株予約権の行使時の払込金額（円） 387 

新株予約権の行使期間 
自 平成22年７月１日 

至 平成26年６月30日 

新株予約権の行使により株式を発行する場

合の株式の発行価格及び資本組入額（円） 

 発行価格     387 

資本組入額    － （注） 

新株予約権の行使の条件 

（1）新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時においても、当

社または当社の子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位に

あることを要しない。ただし、任期満了による退任、定年退職そ

の他正当な理由のある場合に限る。 

（2）新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人による本

新株予約権の相続は認めない。 

（3）その他新株予約権の行使の条件は、「新株予約権割当契約書」

に定める。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
（1）本新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の承認を要する。

（2）新株予約権の質入、その他一切の処分は認めない。 

代用払込みに関する事項  ――――― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項 

 組織再編に定める契約書又は計画書等に以下定める株式会社の新

株予約権を交付する旨を定めた場合には、当該組織再編の比率に応

じて、以下に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。 

（1）合併（当社が消滅する場合に限る。） 

合併後存続する株式会社又は合併により設立する株式会社 

（2）吸収分割 

吸収分割する株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部

又は一部を承継する株式会社 

（3）新設分割 

新設分割により設立する株式会社 

（4）株式交換 

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

（5）株式移転 

株式移転により設立する株式会社 

（３）【ライツプランの内容】



  

  

（注）１．上記のほか、自己株式が4,850千株あります。 

２．株式会社みずほ銀行及びその共同保有者から平成21年６月５日付で大量保有報告書の提出があり、平成21年

５月29日現在で以下のとおり株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として実質所有株式数

の確認ができません。    

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（千株） 

発行済株式総
数残高 

（千株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成21年７月１日～ 

平成21年９月30日 
 －  36,849  －  4,872,064  －  2,232,735

（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

今井 光郎 大阪府泉南郡熊取町  3,752  10.18

有限会社フレックス 大阪府泉南郡熊取町山の手台３丁目１番８号  3,422  9.29

有限会社フジ住宅従業員共済会  大阪府泉南郡熊取町山の手台３丁目１番８号  2,561  6.95

フジ住宅取引先持株会 大阪府岸和田市土生町１丁目４－23  1,396  3.79

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１丁目８－11  1,040  2.82

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（退職給付信託紀陽銀行口） 
東京都港区浜松町２丁目11番３号  1,012  2.75

株式会社泉州銀行 大阪府岸和田市宮本町26番15号  681  1.85

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地  605  1.64

今井 志朗 大阪府岸和田市  577  1.57

フジ住宅従業員持株会 大阪府岸和田市土生町１丁目４－23  472  1.28

計 －  15,522  42.12

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号  177  0.48

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号  1,583  4.30



①【発行済株式】 

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が100株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の名義書換失念株式に係る議決権の数1個が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

（６）【議決権の状況】

  平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  4,850,900 － 単元株式数 100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式  31,988,000  319,880 同上 

単元未満株式 普通株式  11,012 － 
１単元（100株） 

未満の株式 

発行済株式総数    36,849,912 － － 

総株主の議決権   －  319,880 － 

  平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

フジ住宅株式会社 
大阪府岸和田市土生

町１丁目４番23号 
 4,850,900  －  4,850,900  13.16

計 －  4,850,900  －  4,850,900  13.16

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円）  298  288  273  285  371  397

最低（円）  254  233  240  250  301  336

３【役員の状況】



１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツ

となっております。 

第５【経理の状況】



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,722,546 6,547,626

完成工事未収入金 56,482 1,000

販売用不動産 ※2  9,105,011 ※2  8,660,249

仕掛販売用不動産 ※2  6,576,329 ※2  4,461,190

開発用不動産 ※2  19,601,118 ※2  19,490,806

未成工事支出金 1,039,954 2,312,980

貯蔵品 33,354 26,980

繰延税金資産 528,628 532,501

その他 718,039 683,465

貸倒引当金 △54,897 △62,850

流動資産合計 43,326,567 42,653,951

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1,※2  2,317,028 ※1,※2  2,369,951

機械装置及び運搬具（純額） ※1  9 ※1  10

工具、器具及び備品（純額） ※1  93,976 ※1  105,791

土地 ※2  3,384,475 ※2  3,417,476

リース資産（純額） ※1  21,315 ※1  6,580

有形固定資産合計 5,816,805 5,899,811

無形固定資産 18,614 21,195

投資その他の資産   

投資有価証券 591,597 597,784

長期貸付金 142,230 146,013

繰延税金資産 3,569 2,521

その他 616,677 584,557

貸倒引当金 △1,518 △1,518

投資その他の資産合計 1,352,557 1,329,357

固定資産合計 7,187,977 7,250,364

資産合計 50,514,545 49,904,316



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 1,665,739 2,215,390

短期借入金 17,417,100 14,541,800

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

リース債務 5,058 1,549

未払法人税等 505,431 745,735

前受金 2,490,011 1,936,114

賞与引当金 142,560 143,700

その他 1,535,727 1,776,653

流動負債合計 23,961,630 21,560,943

固定負債   

社債 700,000 800,000

長期借入金 10,848,500 12,941,700

リース債務 17,322 5,359

再評価に係る繰延税金負債 91,323 91,323

その他 170,950 170,950

固定負債合計 11,828,095 14,009,333

負債合計 35,789,726 35,570,277

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,872,064 4,872,064

資本剰余金 5,220,547 5,220,547

利益剰余金 6,200,435 5,808,611

自己株式 △1,457,657 △1,457,634

株主資本合計 14,835,389 14,443,589

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △241,919 △240,898

土地再評価差額金 87,673 87,673

評価・換算差額等合計 △154,245 △153,225

新株予約権 43,675 43,675

純資産合計 14,724,819 14,334,039

負債純資産合計 50,514,545 49,904,316



（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 18,943,423 22,775,814

売上原価 15,463,542 18,808,976

売上総利益 3,479,880 3,966,838

販売費及び一般管理費   

販売手数料 240,984 253,928

広告宣伝費 630,020 493,762

販売促進費 14,505 23,995

給料及び賞与 898,202 881,811

貸倒引当金繰入額 4,898 19,073

賞与引当金繰入額 94,807 82,589

事業税 15,400 19,700

消費税等 112,107 109,956

減価償却費 49,590 34,605

賃借料 113,904 106,994

その他 838,321 769,584

販売費及び一般管理費合計 3,012,742 2,796,000

営業利益 467,138 1,170,837

営業外収益   

受取利息 4,495 5,297

受取配当金 10,602 10,277

受取手数料 85,464 103,416

違約金収入 20,183 8,028

その他 25,645 9,174

営業外収益合計 146,390 136,194

営業外費用   

支払利息 189,935 137,292

その他 8,371 13,249

営業外費用合計 198,307 150,541

経常利益 415,222 1,156,490

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,286 17,647

特別利益合計 10,286 17,647

特別損失   

固定資産除却損 1,075 2,331

投資有価証券評価損 － 3,985

特別損失合計 1,075 6,316

税金等調整前四半期純利益 424,433 1,167,821

法人税、住民税及び事業税 156,400 484,000

法人税等調整額 49,172 4,005

法人税等合計 205,572 488,005

四半期純利益 218,861 679,815



【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 11,117,642 11,301,889

売上原価 8,961,423 9,368,551

売上総利益 2,156,218 1,933,337

販売費及び一般管理費   

販売手数料 129,995 118,946

広告宣伝費 291,641 273,360

販売促進費 7,680 14,787

給料及び賞与 444,672 428,973

貸倒引当金繰入額 4,898 9,549

賞与引当金繰入額 60,637 52,971

事業税 9,400 10,200

消費税等 53,232 53,120

減価償却費 25,201 17,820

賃借料 56,852 51,948

その他 437,863 380,713

販売費及び一般管理費合計 1,522,075 1,412,392

営業利益 634,142 520,945

営業外収益   

受取利息 3,622 2,787

受取手数料 44,754 60,873

違約金収入 10,675 5,628

その他 20,645 144

営業外収益合計 79,699 69,433

営業外費用   

支払利息 98,622 66,471

その他 5,939 8,385

営業外費用合計 104,561 74,856

経常利益 609,279 515,522

特別利益   

貸倒引当金戻入額 260 7,703

特別利益合計 260 7,703

特別損失   

固定資産除却損 308 181

投資有価証券評価損 － 3,985

特別損失合計 308 4,167

税金等調整前四半期純利益 609,231 519,058

法人税、住民税及び事業税 126,600 303,700

法人税等調整額 151,293 △83,780

法人税等合計 277,893 219,919

四半期純利益 331,338 299,139



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 424,433 1,167,821

減価償却費 120,087 97,221

有形固定資産除却損 1,075 2,331

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,985

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,327 △7,952

賞与引当金の増減額（△は減少） 110 △1,140

株式報酬費用 43,675 －

受取利息及び受取配当金 △15,098 △15,575

支払利息 189,935 137,292

売上債権の増減額（△は増加） △10,500 △55,482

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,941,928 △1,403,560

その他の流動資産の増減額（△は増加） △100,211 △35,481

仕入債務の増減額（△は減少） △3,120,343 △549,650

その他債務の増減額(△は減少) 587,290 306,700

その他 20,576 13,732

小計 △4,815,225 △339,757

利息及び配当金の受取額 15,098 15,575

利息の支払額 △190,535 △137,836

法人税等の支払額 △183,875 △714,520

法人税等の還付額 182,764 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,991,774 △1,176,539

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △156,716 △41,086

無形固定資産の取得による支出 △519 △4,455

貸付けによる支出 △20,000 －

貸付金の回収による収入 2,207 3,782

その他 △55 1,207

投資活動によるキャッシュ・フロー △175,084 △40,552

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,749,500 650,000

長期借入れによる収入 3,230,000 5,670,000

長期借入金の返済による支出 △2,166,238 △5,537,900

社債の償還による支出 △25,000 △100,000

自己株式の取得による支出 △676,915 △23

新株引受権の行使による株式の発行による収入 13,657 －

リース債務の返済による支出 － △2,073

配当金の支払額 △314,273 △287,991

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,810,730 392,011

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,643,871 △825,080

現金及び現金同等物の期首残高 2,990,459 6,547,626

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,634,331 ※  5,722,546



  

  

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 会計処理基準に関する事項

の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）  

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりまし

たが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12

月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事（工期がごく短期間のも

の等を除く）については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の工事については、工事完成基準を適用しております。この変更により、当第２四半

期連結累計期間の売上高は253,820千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ79,905千円増加しております。なお、セグメント情報に与える

影響は、当該箇所に記載しております。 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

（四半期連結貸借対照表関係） 

 「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令

第50号）が適用となることに伴い、たな卸資産に含まれる不動産の区分の見直しを行った結果、連結財務諸表の勘定科

目の内容をより明瞭に表示するため、前連結会計年度において、流動資産の「未成工事支出金」に含まれておりました

不動産事業に係る工事支出金は第１四半期連結会計期間より流動資産の「仕掛販売用不動産」に含めることといたしま

した。なお、前第２四半期連結会計期間の「未成工事支出金」に含まれる不動産事業に係る工事支出金は2,272,457千

円であり、当第２四半期連結会計期間の「仕掛販売用不動産」に含まれる不動産事業に係る工事支出金は1,841,541千

円であります。 

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

たな卸資産の評価方法  四半期連結会計期間末における通常の販売目的で保有するたな卸資産の簿価切下げに

関し、収益性の低下が明らかなものについてのみを正味売却可能価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

   該当事項はありません。 



  

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

  3,302,566 千円   3,231,705 千円

※２ 担保資産 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

※２ 担保資産 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

    千円

販売用不動産  611,226  

仕掛販売用不動産 2,297,075  

開発用不動産 13,946,579  

建物及び構築物 1,285,328  

土地 2,145,002  

計 20,285,213  

    千円

販売用不動産  582,279  

仕掛販売用不動産 1,917,964  

開発用不動産 15,182,891  

建物及び構築物 1,313,930  

土地 2,145,002  

計 21,142,068  

 ３ 保証債務  ３ 保証債務 

顧客の住宅つなぎローンに 

対する保証  
1,338,370 千円

顧客の住宅つなぎローンに 

対する保証  
1,607,000 千円

 （当社の分譲住宅引渡し時点において、顧客の住宅

ローンに係るつなぎローン資金を受領しております。

物件の引渡し後、顧客が住所移転を完了し、物件の所

有権移転が行われ、その後融資金融機関が抵当権の設

定、住宅ローンの実行をするまでの期間（平均35日程

度）、当該つなぎローンの融資金融機関に対し、連帯

保証を行っております。） 

 （当社の分譲住宅引渡し時点において、顧客の住宅

ローンに係るつなぎローン資金を受領しております。

物件の引渡し後、顧客が住所移転を完了し、物件の所

有権移転が行われ、その後融資金融機関が抵当権の設

定、住宅ローンの実行をするまでの期間（平均40日程

度）、当該つなぎローンの融資金融機関に対し、連帯

保証を行っております。） 

 ４ コミットメントライン契約 

 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め、取引銀行２行とコミットメントライン契約（特定

融資枠契約）を締結しております。この契約に基づく

当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次の

とおりであります。 

 ４ コミットメントライン契約 

 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め、取引銀行２行とコミットメントライン契約（特定

融資枠契約）を締結しております。この契約に基づく

当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであ

ります。 

    千円

コミットメントラインの総額 2,000,000  

借入実行残高 1,400,000  

差引額 600,000  

    千円

コミットメントラインの総額 2,000,000  

借入実行残高 296,000  

差引額 1,704,000  

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 当社が属する不動産業界におきましては、一般に、マ

ンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半

期、特に３月に集中する傾向があります。当社グループ

は、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡

し時期の平準化に努めておりますが、当連結会計年度に

おきましても、売上及び利益面の下期偏重の傾向は変わ

らず、当第２四半期連結累計期間における物件の完成引

渡し戸数は少ない状況となっております。 

 当社が属する不動産業界におきましては、一般に、マ

ンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半

期、特に３月に集中する傾向があります。当社グループ

は、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡

し時期の平準化に努めており、平成22年３月期におきま

しては、当第２四半期連結累計期間実績の年間売上予想

に対する実績進捗率は48.5％となり、ほぼ年間売上予想

の２分の１に相当する売上実績となりました。 



  

  

  

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

 ストック・オプションとしての新株予約権 

（注）ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。  

４．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの 

  

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

 当社が属する不動産業界におきましては、一般に、マ

ンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半

期、特に３月に集中する傾向があります。当社グループ

は、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡

し時期の平準化に努めておりますが、当連結会計年度に

おきましても、売上及び利益面の下期偏重の傾向は変わ

らず、当第２四半期連結会計期間における物件の完成引

渡し戸数は少ない状況となっております。 

 当社が属する不動産業界におきましては、一般に、マ

ンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半

期、特に３月に集中する傾向があります。当社グループ

は、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡

し時期の平準化に努めており、平成22年３月期におきま

しては、当第２四半期連結会計期間実績の年間売上予想

に対する実績進捗率は24.0％となり、ほぼ年間売上予想

の４分の１に相当する売上実績となりました。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在） 

    千円

現金及び預金勘定 5,634,331  

現金及び現金同等物 5,634,331  

    千円

現金及び預金勘定 5,722,546  

現金及び現金同等物 5,722,546  

（株主資本等関係）

普通株式 千株36,849

普通株式 千株4,850

新株予約権の四半期連結会計期間末残高 提出会社 43,675千円

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月24日 

定時株主総会 
普通株式 千円 287,991 ９円 平成21年３月31日 平成21年６月25日 利益剰余金 

（決議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年10月30日 

取締役会 
普通株式 千円 191,993 ６円 平成21年９月30日 平成21年11月27日 利益剰余金 



前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分は、売上集計区分によっております。 

 不動産販売事業セグメント（戸建住宅、分譲マンション、中古住宅、土地、定期借地権付分譲住宅及び個人投

資家向け一棟売り賃貸マンションの販売）、土地有効活用事業セグメント（賃貸マンション等請負工事）、賃貸

及び管理事業セグメント（不動産の賃貸及び管理）、その他事業セグメント（不動産仲介及びその他の手数料収

入）の区分によっております。 

２．会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結会計期間及び前第２四半期連結累計期間 

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号平成18年７月５日）が適用されたこと

に伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算

定しております。この変更により、不動産販売事業において、当第２四半期連結会計期間の営業利益が17,108

千円減少し、当第２四半期連結累計期間の営業利益が38,339千円減少しております。 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  
不動産販売事業

（千円） 
土地有効活用
事業（千円） 

賃貸及び管理
事業（千円） 

その他事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  7,892,971  1,575,772  1,606,214  42,683  11,117,642  －  11,117,642

営業利益  338,788  338,759  142,311  11,220  831,080 ( )196,937  634,142

  
不動産販売事業

（千円） 
土地有効活用
事業（千円） 

賃貸及び管理
事業（千円） 

その他事業
（千円） 計（千円）

消去又は全社 
（千円） 連結（千円）

売上高 8,887,535  690,782 1,667,794 55,777 11,301,889  － 11,301,889

営業利益 443,967  142,319 86,431 8,901 681,619 ( )160,673 520,945

  
不動産販売事業

（千円） 
土地有効活用
事業（千円） 

賃貸及び管理
事業（千円） 

その他事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  13,631,402  2,027,105  3,188,439  96,475  18,943,423  －  18,943,423

営業利益  247,485  385,911  227,418  8,427  869,242 ( )402,104  467,138

  
不動産販売事業

（千円） 
土地有効活用
事業（千円） 

賃貸及び管理
事業（千円） 

その他事業
（千円） 計（千円）

消去又は全社 
（千円） 連結（千円）

売上高 17,863,225  1,407,974 3,360,617 143,997 22,775,814  － 22,775,814

営業利益 1,057,089  238,186 194,488 20,128 1,509,892 ( )339,055 1,170,837



当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間 

（工事契約に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、請負工事に係る収益

の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業

会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第18号 平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進

捗部分について成果の確実性が認められる工事（工期がごく短期間のもの等を除く）については工事進行基準

（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については、工事完成基準を適用しております。こ

の変更により、当第２四半期連結会計期間において、不動産販売事業（個人投資家向け一棟売り賃貸マンショ

ンの請負工事）の売上高が1,342千円、営業利益が360千円増加し、土地有効活用事業の売上高が202,035千

円、営業利益が65,574千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間において、不動産販売事業

（個人投資家向け一棟売り賃貸マンションの請負工事）の売上高が1,342千円、営業利益が360千円増加し、土

地有効活用事業の売上高が252,477千円、営業利益が79,544千円増加しております。  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

  

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）



  

１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 458.80 円 １株当たり純資産額 446.59 円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 6.33 円 １株当たり四半期純利益金額 21.24 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

四半期純利益（千円）  218,861  679,815

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  218,861  679,815

期中平均株式数（千株）  34,588  31,998

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 9.65 円 １株当たり四半期純利益金額 9.35 円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

四半期純利益（千円）  331,338  299,139

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  331,338  299,139

期中平均株式数（千株）  34,334  31,998



  

  該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  該当事項はありません。 

  

 平成21年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額……………………191,993千円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………6円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年11月27日 

 （注） 平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】



 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】



  

  

  

  

  

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

    平成20年11月６日 

フジ住宅株式会社     

  取締役会 御中   

  監査法人トーマツ   

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 西田 幸男  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 美馬 和実  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ住宅株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジ住宅株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

    平成21年10月29日 

フジ住宅株式会社     

  取締役会 御中   

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 川﨑 洋文  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 美馬 和実  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ住宅株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジ住宅株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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